
アルミニウムに対す る呈 色試薬 としての
'

アル三ノン(ア ウリン トリカルボン 酸)に ついて

近畿大理工、 吉村研、研究員 濃 野 益 人

ア ル ミニ ウ ム と反 応 す る試 薬 は 、 非 常 に 多 く 成 書(FirstReportof

　th
e工nterna七ionelCommitteeonnewAnaユyticalReactionand

Reagents"of七he"UnioninternationaledeChimie")に よ っ て

も 約60近 くが 上 げ られ て い る 。 然 し 選 択 性 の 面 よ り非 常 に 良 い と思 わ れ る も

の は 少 く、 最 近 で は セ ソ ダ ク ロ ムA4等 の 新 し い 有 機 試 薬 も市 販 さ れ て い る が 、

古 く か ら よ く知 られ 又 一 般 的 に よ く使 は れ て い る も の に ア ル ミノ ソ が あ る 。 こ

れ も ア ル ミニ ウ ム の み に 反 応 す る の で な く 選 択 性 が 少 い が アル ミ表 面 処 理 工 場

に お い て は 共 存 金 属 イ オ ン が 比 較 的 少 い の で 、 適 当 に操 作 を す れ ば 特 別 の 機 械

を使 用 せ ず に 半 定 量 的 分 析 が 出 来 る の で こ こ に 詳 記 す る 。

ア ウ リ ン ト リ カ ル ボ ン 酸 の ア ソ モ ニ ウ塩 が 、 ア ル ミニ ウ ム の 確 認 に 対 し て、

ω に ょ り報 告 さ れ た の は非 常 に 感 度 の 良 い 指 示 薬 と し て
、Hamett,sottery

1925年 で 、 こ の 指 示 薬 を"ア ・・ミ 〃 〔(A・ … …){鯛 と 称 し て い る.

こ の ア ・・ミ 〃 〔(C6H3。HC・ ・NH4)2:C:C6H3(COONH4):0〕 は ・ 褐 赤 色 の

粉 末 で 、 水 に 溶 け 、 ア ル ミニ ウ ム と作 用 し て 光 沢 あ る 赤 色 の レ ーキ を 生 成 す る 。

光 輝 あ る 同 様 の レ ー キ は、 ア ル カ リ溶 液 中 で 、 ア ク チ ニ ウ ム、 バ リ ウ ム 、 ペ リ

リ ウ ム、 カ ル シ ユ ウ ム 、 セ リ ウム 、 ク ロ ム 、 エ ル ビ ウ ム 、 ガ リ ウ ム 、 ハ ウ フ ニ

ウ ム♪ ス カ ン ジ ウ ム働,ス トロ ン チ ウ ム 、 トリ ウ ム 、 イ ン ジ ウ ム 、 鉄 、 ラ ン タ ン、

イ ッ ト リ ウ ム お よ び ジ ル コ ニ ウ ム 等 に よ っ て も 形 成 さ れ 、 ま た ア ソ チ モ ン ・'

ビ ス マ ス 、 鉛 、 水 銀 、 チ タ ソ等 で は 、 白 色 の 沈 澱 を生 成 す る が 、 そ の 中 で も イ

ン ジ ウ ム の 赤 色 の レ ー キ は 、 ア ン モ ニ ア 水 溶 液 中 で 安 定 で 、 セ リ ウ ム 、 エ ル ビ

ウ ム、 ラ ン タ ソ、 ネ オ ジ ウ ム等 の 赤 色 の レ ー キ は 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 添 加 に よ
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つ て 脱 色 され る 。 ま た 酢 酸 塩 の 緩 衝 液 で は 、 ベ リ リ ウ ム、 ク ロ ム 、 鉄 等 は 、 同

様 に 赤 色 の レ ー キ を 形 成 す るが 、 ク ロ ム の レ ー キ は 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 添 加 に

よ っ て 消 失 し、 アル カ リ金 属 や リ ン 酸 塩 の 沈 殿 生 成 に対 し て も、 ア ン モ ニ ウ ム

の 添 加 で 防 止 され る 。 上 記 の よ うに 、 ア ン モ ニ ウ ム の 赤 色 レ ー キ生 成 に 影 響 を

及 ぼ す イ オ ソ に っ い て、M・ddユ ・t・n(4}が 縮 し て お り、 ま た .C。。。yR。9。,、C5)
o

ら は ・ ア ル ミノ ン と の 反 応 機 構 の 研 究 を 行 つ て い る。 ア ル ミニ ク ム ー イ オ ン 種

の 最 も 鋭 敏 な 反 応 に し て 普 通 の 分 析 法 に よ つ て 得 られ た 水 酸 化 ア ル ミニ ウ ム 沈

澱 に 対 し て も適 用 さ れ 、 そ の 水 酸 化 アル ミニ ウム の 沈 澱 をIN一 塩 酸 に 溶 解 し

3N--e酢 酸 ア ン モ ニ ウ ム お よ び0 .1%ア ル ミノ ン水 溶 液 を 加 え 充 分 に 混 和 し た

後 ・ ア ソ モ ニ ア 水 お よ び 炭 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 混 和 溶 液 を 加 え て ア ル カ リ性 に す

る 。 そ の ア ル カ リ性 溶 液 に 於 て 生 成 す る 光輝 あ る赤 色 沈 澱 は ア ル ミニ ウ ム の 存

在 を 呈 す る も の で あ り、 アル ミ ノ ン と の 金 属 錯 体 は 下 記 の よ うな 一 つ の 二 重 結

合 を もつ た 六 員 環 の キ レ ー ト リ ン グ を 有 し た 型 を 形 成 され て い る 。

ロ　

H、N・・C＼_ __/ c-/
日o/a

巨4N・・C一 鯛

O

A工umirlumComplexofAurir1七ricarboxylicacid

ま た 定 量 に お い て は ・ ア ル ミノ ン に よ る 赤 色 レ ー キ(測 定 波 長540m
,Ji)

を 利 用 し て 光 度 定 量 に 用 い られ て い るが 、 溶 液 のPHが レ ー キ の 生 成 に 影 響 し
、

PH6前 後 で 発 色 さ れ る の が 最 適 条 件 で あ る。廃 色 後 アノ・カy性 に す る と試 薬

自体 の 呈 色 を 弱 め る こ とが 出来 る が 、 定 量 感 度 を 低 くす る の で 酸 性 で 測 定 す る

方 が 好 ま し く・ ま た 常 温 で は 発 色速 度 が 遅 い の で 、 保 護 コ ロ イ ドを 加 え て 高 温

で レ ー キ の 安 牢 化 を 捉 進 させ る こ と が で き る 。 標 準 法 と し て 一 般 に
、 試 料 を 硫
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酸(1:9)お よ び 過 酸 化 水 素(15%)で 分 解 し た の ち 、 水 銀 陰 極 電 解 法 に ・

よ つ て 鉄 な ど お 分 離 した 後 、 溶 液 を 一 定 董 と し チ オ グ リ コ ー ル 酸 を 微 量 の 残 存

鉄 の 影 響 防 止 の た め に 少 量 加 え て か ら ア ル ミノ ン(0.2%水)、 ア ラ ビ ア ゴ ム

(5%水)を 添 加 し、 沸 騰 水 浴 上 で10分 間 加 温 し て ア ル ミニ ウ ム を 呈 色 さ

せ ・520～540mP'で 測 定 す る 定 量 方 法 が 採 用 され て い る 。
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